
大
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

立ち上がれ、何度でも。

エ
ン
ト
リ
ー
締
切

5
月
8
日
（
金
）

大

会

テ

ー

マ

出
汁
を
使
っ
た
和
食

金
沢
市
内
料
亭
で
の

実
地
研
修
・
食
事
体
験

グ
ラ
ン
プ
リ
副
賞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
研
修

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
当
日
ラ
イ
ブ
配
信

決

勝

大

会

8
月
4
日
（
火
）

参
加
者
募
集
中



柴田泉 氏
フードジャーナリスト
元「料理王国」編集長

1点

数点

1～2点

ニューヨーク研修、金沢市内料亭での実地研修・食事体験

金沢市内料亭での実地研修・食事体験

金沢の特産品等を贈呈

器セット贈呈、金沢市内料亭での実地研修・食事体験

グランプリ

準グランプリ

審査員特別賞

健闘賞

応募資格

❶国内にある同一の高等学校に所属する生徒２名のチームであること
❷各高等学校からの応募は3チーム以内であること
❸応募校に勤務する教員又は保護者等の責任者１名が大会に引率すること
❹決勝大会では、応募作品をその場で調理し、料理についてプレゼンテーションできること
❺決勝大会後に行われる表彰式に参加できること

表彰

審査員

応募作品の条件

審査基準

❶応募作品のテーマや季節に合致した料理とし、ご飯（白米可）と汁物は必ず入れること
❷料理や器、盛り付け等で独自性を表現していること
❸審査員試食用、展示・撮影用として計3食分を用意すること
❹食材原価（調味料は含まない）は、3食分で3 , 2 0 0円以内であること
　（決勝大会出場時は、領収証等原価を証する書類の提出を求める）
❺調理時間は、展示・撮影用1食分の盛り付けまで含め、70分以内であること（事前調理時間は別途設ける）
❻調理後、審査員試食用2食分を事務局が用意した試食皿（5人分）に取り分けること
　（取り分け作業時間 5分間）
❼応募作品は、応募者自身が考えた未発表のもので、著作権、商標権その他第三者の権利を
　侵害するおそれのないものであること
❽応募作品のレシピ及び応募者情報（学校名、チーム名、氏名等）の公表に同意できること

※以下をすべて満たすもの

※令和8年2月末現在※以下をすべて満たすもの

応募作品テーマ 出汁を使った和食

❶創造性及び独自性
❷色彩及び盛り付けの美しさ
　 器の外に配置した装飾は
　 審査の対象外
❸栄養のバランス

❶表現力

❷熱意

❹手際の良さ

❺出汁のクオリティ

❻五感の満足度

❼調理技術

一次審査（書類審査） 公式サイト掲載の実施要項やQ&A等を必ず確認の上、電子申請フォームにてご応募ください。

決勝大会（最終審査）

❶創造性及び独自性  ❷色彩及び盛り付けの美しさ（器の外に配置した装飾は審査の対象外）

調理
の審査

プレゼン
テーション
の審査

未来へ伝える
料理への思いと
姿勢の審査

エントリー

審査スケジュール

●決勝大会に出場した全チーム

応募方法

髙木慎一朗 氏

（日本料理 銭屋 主人）

開催趣旨
金沢には、藩政時代から培われ、市民の食習慣として生活に深く溶け込み、
特有の発展を続けてきた食文化があります。和食のユネスコ無形文化遺
産登録や健康志向の高まりを機に、国内外から注目が高まる中、高校生
の熱き情熱で創造力を高め合う全日本高校生WASHOKUグランプリを
開催し、次代を担う料理人を発掘・育成します。

●惜しくも決勝大会出場を逃したチーム

2026年5月8日（金）
締切

一次審査（書類審査）

2026年6月中旬 結果通知
決勝大会出場６チーム及び
健闘賞受賞チームを発表

決勝大会（最終審査）

2026年8月4日（火）
金沢未来のまち創造館で開催

前日に説明会･事前調理を実施予定

新しいWASHOKUと君たちを、待っている。

全日本高校生WASHOKUグランプリ

http://gokan-gochisou-kanazawa.jp/washoku

千宗屋 氏

（武者小路千家 家元後嗣）

辻芳樹 氏

（辻調理師専門学校 校長）

徳岡邦夫 氏

（京都𠮷兆 総料理長）



協賛

お問い合わせ先：全日本高校生WASHOKUグランプリ開催委員会
〒920-8577 石川県金沢市広坂1丁目1番1号 金沢市経済局産業政策課 内   TEL  076-220-2204  MAIL  gokan-gochisou@city.kanazawa. lg. jp


